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我邦明治ノ初年前後-ーハ世人能ク植學ノ語ヲ用ヰタ？シガ後植物學 / 語ヲ常用スル -1 至テ植學ノ名ハ漸次 . 二廢 
レテ遂二之ヲ聞カザグーー至レリ又同ジク明治 / 初年ニハ本草學/語ヲ植物學一一代用セシモノアリシト雖ド.モ固 
ヨリ正當ノ見 —. 非ザ，ナリ是レ本草ハ植物學卜同意義 11 アラザ V パナ 5 

〇「チヨ n レ I 卜」 

牧野富太郞 

近來我邦デモ大分「チョコレ - 卜」ヲ賞用ス，人ガ殖 M タノデ坊間ノ西洋食料店ナドデハ何處デモ之ヲ賣テ居ル 
又「チョ n レ！卜」ノ 名ハ最早旣 11 吾人ノ耳二慣レタモ ノト ナッタ 

此ハちょ N 1れ一とのき一名かかあのき-一生ル果實中ノ種子 カラ 製スルノデアグ今下二精シク話ソク 
ちょ乙れ ~ とのき即チかかおのきハあを f A 科中ノかかお族 (Buettnerieae) 一一屬シ學術上ノ名稱ハ Theobrcma 
c§ao L. デ アグ又 Cacao sativa LAM. Cacao Theobroma Tussac •及ビ Cacao minuss Q AERTN . ノ 異名 ヲ有ス ル ソシ 
テ.本品ガ此屬中デー番早ク知ラレタ種デア， 

ちょ乙れ - とのきハ南米ノブラジル並 - 一南米北部ノ諸國、中部亞米利加、西印度ノ諸島、■メキシコノ原產デア 
ダガ今ハ廣ク新舊兩世界ノ熱帶地 - i 栽植セラ レ テ居ル其中デモ西印度諸島中ノ或ル島々デハ最モ盛_一之 ヲ作ッ 
テ居ル此ノ如キ栽培品ノ中 - 一、ノ數個ノ變種モ出來テ居レバ又特種品モ生ジタ居， 

ちょ Z. れ - とのきハ餘リ大キナ喬木デハナクテ凡 j 丈半乃至三丈ノ高サ 11 成長ス，、枝、ノ膚ガ平滑デ灰色或、ノ 














褐色ヲ呈シテ居 〆 〇葉ハ枝上-1互生シテ長サー寸位ノ葉柄ガア 〆 葉面ハ卵狀披針形或ハ卵狀長橢圓形ヲナシテ 
銳頭ヲ有シ葉底ハ圓形デア，全邊デ鋸齒ガナク薄クシテ洋紙質デ葉ノ裏面-ーバ葉脈ガ隆起シーア居ル長サハ八九 
寸■モア，幅パニ寸半ヨ？尙ソレ以上モアル葉柄ノ本-一托葉ガア，ガソレ、ノ枝二生ジテ葉柄卜、ノ連合シテ居ナイ 
形ハ铖狀線形デ綠二銳キ鋸齒ガアグ葉ハ嫩キ時ハ紅色ヲ呈シテ居 〆 〇花ハ小形デ大キナ枝並-一老幹-一出ブグガ 
其出グ處ハ旣-一前-一落チ去リタダ舊葉ノ葉腋デアル其處-一多數ノ花梗ガ叢ヲナシテ群リ出デ其梗頂ーー各一花ヲ 
著ケテ居 〆 此花梗ハ細長デ關節ガアリ單ーノモノモアレパ分枝ス 〆 モノモア 〆 萼卜同樣二細毛ガ生ジテ居，〇 
萼ハ五片二溧裂シ其裂片ハ銃尖頭ヲ有スダ.卵形デ色ハ淡赤デア，〇莅瓣/五片デ萼ノ裂片卜互生ス，其下半部 
ハ直立シテ頭巾狀ヲナシ淡紅色デ其內面- i ハ各二條ノ深紅色ノ脈ガ隆起シテ居ダ上半部ハ開出シテ箆形ヲ呈シ 
絲狀ノ柄ヲ有シ黃色ヲ呈シテ居ル〇雄殖器ハ子房下位デ中央-一子房ヲ擁スグ短管ヲ形チブクリ花瓣卜對生スダ 
五雄蘂ガ外方一一曲リ出デテ短キ花絲ヲ具へ細小デ綠色デ外向セ 〆 四胞室/葯ヲ其端-> 戴テ居 〆 此雄蘂卜互生セ 
ル瘦線形ノ無葯雄蘂體アツテ直立 V /深赤色ヲ呈シテ居，〇子房ハ細小デ表面-一毛ガアグ中ハ五室-一分レテ居 
ル、花柱ハ子房ノ頂ョリ生ジテ直立シ有葯ノ雄蘂ョリ少シク長イ末端ハ五枝一一分レテ居ル子房內-一多數ノ卵子 
ガアツテ中軸胎座-1附著シテ居ル 

果實ハ短梗デ下垂シテ熟スル或ハ獨生スダモノモアレパ或ハニ三個集ツテ居,モノモアグ形チ大キク凡六寸乃 
至八寸許ノ長サガア，長橢圓形デ末端尖リー般 > i 十條ノ淺溝並 > 一鈍稜ノ脊ヲ有ス，且ツ果面/多少瘤狀ヲ呈ス 
ダ熟セパ黃色デアルガ後-ーハ赤色或ハ紅紫色-一變ズル果皮ハ厚クテ强靱デ其內部ハ外部ョ？ハ硬イ果實/部 
ハ五室.-一分レテ居，〇種子/果實內 -1 五十乃至百モアツ-グ各室內二相層ナリ互-一肉迫シテ居 〆 大サハ略ボ扁桃 
位アルガ互-一押合ヒヘシ合ヒシテ果中二在 〆 ユ H -! 相互ノ壓力-ーヨリタ形狀ガ大分不齊トナリソシテ多量ナダ 
甘キ 牛酪樣ノ果肉內二埋メラレープ居，、種子ノ皮ハ內外二層デ其外種皮ハ膜質デ脈ヲ有ス，、子葉ハ大キクタ 
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⑴ハ花、葉チ有スル 

大枝ノー部 (alley 
et Tri 日 §) ( 2 ) 果實二 
シテ其果皮ノー部チ 
切リ去リテ內部ノ極 
子チ示ス(同) ( 3 ) 蓓蕾 
fBerg et Schmidt) 
£ 花ノ全形(同) ( 5 ) 花 
ノ縱截(同〕⑹花瓣ノ 
1 ( 同〕 ( 7 ) 雄蘂チ縱截 
シチ雌薬チ示ス(同) 
(8)未開裂ノ雄薬(同) 
£旣開裂ノ雄藥(同) 
(10)子房ノ縱截 C 同}(11) 
g 子房ノ楛截(同) 

ハ縮阖其他ハ放 
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同果實及ビ種子 

(1) 果 S チ橫截シテ種子ノ狀ヲ示 K (Berg et 
Schmidt ) 

(2) 同補子チ併セテ橫截セルモノ(同〕 

(3) 種子ノ全形(同〕 

(4) 種子ノ楮截(同) 

£胚ノ全形(同) 

子葉 ノー (同) 

拽テ縮® 


厚イ此 レニ 不齊ノ皺襞ガ アツ テ其出入セル表面 ヲ內 種皮ガ被フテ居ル、杯軸ハ圓錐形ヲナシ餘リ分明デハナイ、 
胚乳ハ種子中- 1 皆無デアル 

「カカオ」 ( cacao ) ハちょ Z . れ一とのきノ種子デアツテ從來我邦デハ加々阿又ハ柯々阿卜音譯シテ居ツタ、「力力 
才 J ヲ往々 「コ コア」 ( cocoa 〕 卜云ツテ居 〆 コト ガアグガ實ハ之ヲ 「ココア」 卜呼ブノハ lt [: リデ「カカオ」卜稱スル 
ノガ 本當デアル C08a ハ 00 8 卜同ーデ元來椰樹ノコトデア，椰子ハ椰樹ノ果實デ是レハ Cocoa - nut 或ハ Coco - 
But 卜俗稱ス， 

果實ガ樹上-一熟シタラ之ヲ手デ採リ集ム，其集メタ果實ヲ割キ拆キタ中ノ種子ヲ出ス之ヲーニ日間放置シテ少 
シク醱酵サセ又ソレーー汗ヲカ、セテ其色ゾキタ 〆 ヲ俟ツテ凡ソ三週間ホド每日太陽-一晒ラシテ乾カスノデアル 
乾ケバ之ヲ荷造リシテ輸出ス，コト、ナル 

「力カオ」種子 ノ主 ナ 〆 用途ハ此モノヨ 9 固性油ガ採レ 〆 バカリデナク垔- i 此レヨソ所謂「チ*コレート」 ( ctroco - 











late ) 卜「カカオ」 ( cacao ) トヲ製 スルノデアル 其 レ故.. tj 時 トシ テハ 「カカオ」種子ヲ 「チョコレ ート」種實卜稱スル 
「チョコレ-.卜」 ( chocolate ) ノ名ハ西印度 土言ノ「チョコラット」 cchocolat ) ヨリ 出 タト モ云ヒ 3C メキシコ 語ノ 「力力 
ウ アト 〆 」 ( cacauatl ) 即 .チ「カカオ」 ( cacao ) ノ 原語ヨソ出タトモ云ッ■テ.居ル 

「カカオ」種子/西班牙人ガマダメキシコニ到ラヌ前二旣-一同地ノ人ハ之ヲ使用シーグ居ッタ即チ同地デハ之ヲた 
ぅもろ乙し(玉蜀黍 Y 共一一煮7-ソレヲニッノ石ノ間- i 入レザット搞イタ之二たぅがらし(蕃椒)卜蜜トヲ加へーグ 
味ヲ付ケタ食フノデアグ今歐人ノ之ヲ用ゥル方法モ餘リ前法トハ異ナッタ居ラヌタ V' 炒ッタ後能ク注意シテ之 
ヲ粉トナスノデア 〆 

「カカオ」 種子 ハ ^] n . デ ハ アチ h ック諸王ノ時分 カラ 之ヲ錢一一 代用 シタモノデアッ r 今日 デモ 尙此 習慣ガ續イ 
テ 居，卜云フコトダ此目的- 1 使用ス，種子ハ成，べク小形 ノモ ノヲ擇ブトノコトデ アル 

「チョコ レ—卜」 ヲ製スルニ ハ 先ダ始メ其種子ヲ金屬製ノ圓柱形回轉器二入レテ炒リ熱シ次,一搗テ其種皮ヲ緩ク 
シ扇イデ之ヲ離シ去リ然，後其仁即チ子葉ヲ熱ク燒キタ，ニッノ石ノ間-1入レ或ハ廻轉器-1カケテ壓シ碎キ之 
ヲ捏ネテ練リ固メル此レ 1 一砂糖ヲ入レ次-一 r ヴ rr フ」(らん科ノ Vanilla 屬植物ノ果實)或、ノ肉桂ヲ加へテ香氣ヲ 
附ケ s-lr アグノット」(あるのっとのき即チ Bixa Orellana L . ノ種子ヨリ取ッタモノ)卜稱スル色料ノ少量ヲ加 
へテ色ヲ附ケ，是レガ濟メパ冷エヌ內一一型-一入レテ姿ヲ造9錫デ包ムコレデ遂-一「チョコレ ート」 ガ出來上，ノ 
デア，錫デ包ンダリシテ空氣ノ浸入ヲ妨ゲ V 氷イ間安全二保存ガ出來ルソシテ右ノ方法デ製シタ，モノハ極純 
粹ノ 「チョコレ.- 卜」 デアルガ然シ其香ノ餘 リヨ ク ナイモノハ 或ハ ナッサ フ ラス(くすのき科/植物)ノ果實ヲ加 
へ 或ハ丁香(即チ丁子)ヲ交へ 或 ハ其他ノ 香料 ヲ混ジタ乇ノデアグ又時トシテハ米ノ粉ヤ種々ノ澱粉ヤ豚 ノ脂ヤ 
其他種々ノ物質ヲ混入シクモノガアルガ之レガ爲-1無論品質ハ下等ナモノトナルノデアル 

r カカオ」 ( cacao ) ハ 之 ヲ製ス ，ニ ッノ 方法ガ アル j ハ即チ種皮ヲ被リシマ、ノ 種子 ヲ炒ジテ之ヲ熱シタ圓 柱 器 











( 11 ) 
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ノ中-一容レ磨シテ粉トナシ之ヲ軟塊 一 I 造リ之レニ種々ノ分量/砂糖澱粉等ヲ加へテ「普通カカオ」、「堅カカオ」 
或ハ「溶シカカオ」等ガ製セラ，、又 一/方法ハ種子 ヲ炒リ 其種皮ヲ去リ之ヲ細片二碎キテ造ラレ，此レガ所謂 
「碎キカカオ」デアツテ極メテ純粹ノモノデア y 

「カカオ」モ 「チョコ レ！卜」 モ共二世間デ大二賞用 セランテ 居，快味滋養ノ好飮 料 デ アグ實ー ー此 ノ樣ナ 貴重 ノ性 
分ヲ 含有 ス，「カカオ」 種子ヲ生ズル樹木一一能 ク，マ-「リンネ」 氏ガ Theobroma ナ 〆 適當ナ屬 名ヲ附ケタモノダ 
此 Theobroma ナ，語 ハ 實二希臘ノ^^(神〕並11^£( /艮(食物)ノニツノ言葉ヨリ成リ之レニヨリ1グ其「カカオ」 
ヲ生ズル種子ノ貴重ナ，コトヲ暗示サ セタ モノデアル 

「カカオ」及ビ「チョコレート J ハ茶ヤ咖啡ノ樣11氣ヲ爽カーーシ精神ヲ興奮サス樣ノコトハナイガソノ代リ多量ノ 
滋養分ヲ含有シテ居ル即チソレ-1含有スル大量ノ固性油即チ「ーグオブ P マ」油 (oleum Theobromae ) 卜「テオブロ.. 
ミン」 ( Theobromin ) 卜名クルー種ノ「アルカ p イド」 トガアツ テ 其特性ヲ發揮シテ居，然シ前途ノ如ク精神ヲ爽 
快ニス 〆 飮料トシテハトテモ茶卜咖啡トニハ及パヌソレハ脂肪ガ餘リ多量(百分ノ五十)-1含マン X 居 〆 カラデ 
アグソンニ又此物質ハ胃-一入ルヤ其處デ消化サ，ヽノデ茶ヤ咖啡ノ樣二直二吸收サレヌカラデア，右ノ「テオ 
ブロミン」ハ茶二有ス，「テイン」並1一咖啡1一有スル「カフ X .イン」 一一 類似シ テ 居，成分デアグ 
藥劑トシ_ブハ前記ノ「テオブロマ」油 (0121 m Theobromae ) 卜名クル固性油ヲ用ゥ,ガ此レハ粉末|ーシタ種子ヲ 
熱シテ壓捧シ之ヨ9得タモノデアル此「テオブロ マ」 油ハ通常 「カカオ」 酸 (cacao butter ) 卜稱スル此油ハ「チョコ 
レート」ノ製造者ヨリ得ラ，、モノデー般-一長橢圓形ノ餅塊或ハ錠ヲナシテ居？凡六十攻程ノ重量ガア，色ハ 
淡黃デ不透明デ乾イテ居リ丁度其剛サハ獸脂ノ樣デア 〆 味ハ温和デ少シノ刺戟性モナイ「チョコレート」ノ香氣 
ガアツテ極メテ碎キ易イ華氏ノ百二十二度ノ熱二遭へパ溶解シ永ク空氣中二出シテ置ーグモ腐敗シタ臭クナラヌ 
其主ナル成分ハ「ステアリン」デアル其レ故此脂肪ハ「ステアリン」酸ヲ製造ス，二最モ宜シイ 












